
 

令和７年度 信濃教育会学び創造研究会 

飯田市立旭ヶ丘中学校 開催要項 
 

研究テーマ 

話すこと［発表］の力を高める複線型授業の在り方 

 

１ 期 日     令和７年11月７日（金） 

 

２ 会 場     飯田市立旭ヶ丘中学校 

 

３ 共同研究者   国立教育政策研究所 学力調査官  佐藤 大樹 先生 

 

４ 日 程 

 (1) 受 付（昇降口）                13：00～13：20 

 

 (2) 授業公開（第１集会室）             13：30～14：20 

  ① 授業学級・授業者  ２年２組・都筑 彩花 

  ② 単元名       「旭ヶ丘中学校に取り入れたいユニバーサルデザインについて、 

               まとまりのある英語で話そう」 

 

 (3) 開会行事（第１集会室）             14：35～14：45 

  ① 主催者挨拶      信濃教育会研究調査部長 清水 秀明 

  ② 諸連絡 

 

 (4) リフレクションとワークショップ（第１集会室）  14：45～16：20 

  ① 研究発表 

  ② 授業者によるリフレクション 

  ③ 参観者によるリフレクション 

  ④ 共同研究者より 

 

 (5) 閉会行事（第１集会室）             16：20～16：30 

  ① 会場校校長挨拶    飯田市立旭ヶ丘中学校長 大澤 忠史 

  ② 諸連絡 

 

５ 連絡 

 (1) 湯茶等の飲み物、上履きをご持参ください。 

 (2) 駐車場は体育館周辺及び前庭をご利用ください。 

 

 

飯田市立旭ヶ丘中学校 

担当 下平 浩之（教頭） 

電話 0265-25-2027 

Mail asahijh@ed.iidanet.jp 



飯田市立旭ヶ丘中学校への交通案内 

 

 お車でお越しの方は下記の地図を参考にし、お出かけください。 

 

 

経路 

  ・中央道下り線をご利用の方は、飯田インターで降りてください。 

  ・中央道上り線をご利用の方は、飯田山本インターで降りてください。 

 

  ・飯田インター及び飯田山本インターからは約５分で到着いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お気をつけてお越しください。お待ちしています。 
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図１  「Speech Pointｓ 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究テーマ  

  話すこと［発表］の力を高める複線型授業の在り方 
 

 
２ 研究テーマ設定の理由  

これまでの話すこと［発表］の授業では、①コミュニケーションを行う目的や場面、状況

などを設定する、②自分の考えを整理する、③友と考えを伝え合う、④全体で共有する、⑤

再度友と考えを伝え合う、など、教師が全体の流れを決めて指導してきた。しかし、ある授

業で、生徒から、「何と英語で言ったらよいか分からない」「もっと自分の考えを整理する時

間がほしい」「もっと練習する時間がほしい」などの振り返りがあり、全体で一斉に授業を行

うだけでは、生徒に力をつけていく難しさを感じた。  

そこで、生徒それぞれの要望にゆだねてみようと思い、目標を達成するために必要だと思

うことをそれぞれ自分で考えてみるようにした。すると、これまでの学習経験を基に、繰り

返し友と発表し合う生徒もいれば、話す内容を書き出してまとめてから話す生徒、教科書の

英文を振り返って活用しようとする生徒などの姿が見られた。この姿から、同じ目標に向か

う中でも、生徒一人一人が感じている必要な学び方が多様であることに気付いた。私はこれ

まで生徒の学びを単線で捉えていたが、生徒一人一人の学びの一つ一つを複数の線として捉

え、話すこと［発表］の単元や授業を「複線型授業」として構想していこうと考えた。上記

のような生徒の姿は偶然見られたものであるので、単元を計画的に構想し、さらに生徒の話

すこと［発表］における資質・能力の育成を目指し、本研究テーマを設定した。  

 
 

３ 本単元における手立て  

（１）「Speech Points」を共有する。  

 コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて話すために、本単元では考えの視

点として「Speech Points」（図１）を共有する。例えば、「Speech Points」には、「理由」「で

きること」「経験」「仮定」などが挙げられる。これらの視点は、教師から提示するのではなく、

教科書の文章を読み取る際に、それぞれの文章を読んだり、対話文を聞いたりする中で生徒が

自ら気付いていけるようにする。生徒は、教科書から読み取った視点

「Speech Points」を基にして、コミュニケーションを行う目的に応じる

ために、自身のスピーチを見直したり、自身の課題を見出したりする。

単元を進めていく中で、生徒の発表から教科書にはない考えの視点が見

られた場合には、それらも「Speech Points」として共有していくように

する。視点を共有する際には、考え方だけではなく、英語でどのように

表現しているかも一緒に取り上げ、内容面と言語面の両面からの充実を

図る。「Speech Points」は単元を通して黒板に提示しておくことで、生

徒が常に意識をしながら取り組めるようにする。「Speech Points」を使

うことが目的ではなく、コミュニケーションを行う目的に応じるために、

自分が必要だと思った「Speech Points」を基に考えていくようにする。

１つの「Speech Points」だけではなく、複数の「Speech Points」を

組み合わせたり、新たな考えの視点も考えたりしていくことで単元の

目標の達成に向かっていくようにする。   

 

 

学び創造研究会  学習指導案（英語）  

会 場 校：飯田市立旭ヶ丘中学校  

授 業 学 級：２年２組  

授 業 者：都筑彩花  

単 元 名：「旭ヶ丘中学校に取り入れたいユニバーサルデザインについて、まとまりのあ

る英語で話そう」  

共同研究者：国立教育政策研究所  学力調査官 佐藤大樹  先生  
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図２  「スプレッドシートを活用し、自己課題、学び方、授業の振り返りを記入する」  

（２）自己課題と学び方を自覚できるようにする。  

 単元の目標や本時の目

標に向けて、生徒が自分

の学び方を考えるには、

自分の課題を明確にする

必要がある。そこで、本

単元では、毎時間の授業

の終末に、１時間の中で

できるようになったこと

や難しかったこと、これ

から取り組んでいきたい

ことなどを振り返る時間

をとる（図２１）。さらに、次の授業の導入では、前時の振り返りを生かし、その時間の自己

課題をスプレッドシートに書くようにする（図２２）。スプレッドシートに記入をすることで、

生徒は友の自己課題も参照することができるため、自己課題を更新していくことにもつながる。

自己課題が明確になることで、自分にとって必要なことが明確になるため、自分なりの学び方

を選択することができるのだと考える。そして、設定した自己課題を達成するためには、どの

ような学び方をしたらよいのかを考える場を設け、同じスプレッドシートに記入する場を設け

る（図２３）。話すこと［発表］では、以前の単元でも行ったので、その時に経験した学習方

法を選択したり、友の学習を参考にしたりして、学習方法を選択していくだろう。  

 

（３）クラウドを活用し、他者参照ができるようにする  

 本単元では、まとまりのある内容を話すために、自分の考えを、キーワードや矢印などのメ

モに整理していくようにする。ワークシートなどにメモを書くことも考えられるが、クラウド

を活用し、Google スライドに自分の考えをメモとして整理していくようにすることで、生徒は

互いのメモをいつでも参照することができる。そのため、英語の学習に苦手意識をもつ生徒に

とって、友のメモの整理の仕方を参考にして取り組みやすい。本単元以前の学習においても、

スピーチのためのメモを整理する際に、友のメモを参考にしている様子が見られたため、本単

元でもクラウドを活用し、他者参照ができる環境を設定する。  

 
 
４ 中学校学習指導要領との関わり  
 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いて
まとまりのある内容を話すことができるようにする。（話すこと［発表］イ）  
 
 
５ 単元の目標 
 相手に共感してもらえるように、旭ヶ丘中学校に取り入れたいユニバーサルデザイン（UD）
について、自分の考えとその理由などを整理し、まとまりのある内容を話すことができる。 
 
 
６ 単元の教科規準 

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

＜知識＞  
疑問詞 to 不定詞と主語＋be 動
詞＋形容詞 that などの意味や
用法を理解している。  
 
＜技能＞  
旭 ヶ丘 中 学 校 に取 り入 れたい
「UD」について、疑問詞  to  不
定詞と主語＋ be 動詞＋形容詞
that などを用いて話す技能を身
につけている。 

相手に共感してもらえるように、旭
ヶ丘中学校に取り入れたい「UD」
について、自分の考えとその理由
などを話している。 

相手に共感してもらえるように、旭
ヶ丘中学校に取り入れたい「UD」
について、自分の考えとその理由
などを話そうとしている。  

 記録に残す評価はパフォーマンステストで行う。ねらいに即して生徒の活動の状況を見
届けて指導に生かすことは毎時間必ず行う。  
 

１  ２  

３  
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７ 単元展開  
Unit  Goal  :  旭ヶ丘中学校に取り入れたいユニバーサルデザインについて、聞いている人が共感してくれるようなスピーチをしよう。 
時
間  

◇Today’s Goal  

〇学習活動  予想される生徒の反応  教師の指導  

１  ◇Let ’s tell about a good UD in Asahigaoka JHS!  
〇教師と ALT のやり
取りを聞く。  

〇学校に取り入れた
い UD について友
と伝え合う。  

〇単元の目標を確認
する。  

A 生  B 生  C 生  旭ヶ丘中に取り
入れたい UD に
ついて考えを伝
え合うために、教
師のモデルを提
示する。  

エレベーターがあれ
ば便利だ。重い荷物
をもっていたり、け
がをしていたりする
時に教室移動が楽に
なる。  

エレベーターだと設
置するのにお金や時
間がかかりそう。す
ぐに取り入れられそ
う な も の は あ る か
な。  

ほかの学校にはどん
な工夫がされている
か気になる。調べて
みて、旭中でもでき
そうなものを探して
紹介したい。  

２  
３  

◇イベントの案内にはどのような工夫があるか読み取ろう。  
〇UD のイベント案
内の広告を読み、
書かれている内容
を メ モ に 整 理 す
る。  

〇疑問詞 to＋不定詞
の意味や用法を確
認する。  

〇読んだ人が興味を
もてるような工夫
を読み取る。  

自分の力で読んで、
わからないところは
辞書で調べよう。広
告には You can～ .や
You will～ .を使って
フェアに来た人がで
きることを伝えてい
る文があり、フェア
の様子がわかりやす
くなる。  

音声を聞いたり声に
出したりして読み取
っていこう。  
At～で場所を伝えて
いる。場所を含めて
具体的に伝えること
で、聞いている人が
自分のこととして聞
いてくれると思う。  

単語を辞書で調べな
がら読んでみよう。
わからないところは
友達に聞く。このフ
ェアでは、いろいろ
な UD について学ぶ
ことができることが
分かった。具体的に
どんな UD が身の回
り に あ る か 知 り た
い。  

発表の内容面を
充実させるため
の視点として「相
手ができること」
を、 You can～ .
や You will など
を用いて表現す
ることを共有す
る。  

４  ◇イベントのスタッフが紹介している内容を聞き取ろう。  
〇イベントスタッフ
が UD のハサミを
紹介する様子を聞
き、内容を整理す
る。  

〇紹介している内容
の良さを参考に、
再 度 内 容 を 確 認
し、整理した内容
を参考にハサミの
紹介をする。  

デジタル教科書で聞
いてみよう。  
スタッフは、前回確
認した You can を使
って使いやすさを伝
えている。そこに使
いやすくなっている
理由も加えて紹介し
ている。スピーチに
もこの視点は使えそ
うだ。  

一通り聞いた後、わ
からなかったところ
で止めながら内容を
把握しよう。  
主語が You や I だけ
ではなく、 left- and 
right-handed 
people もあった。主
語が変わると、商品
の良さが伝わりそう
だ。  

デジタル教科書で単
語の確認をしてから
聞き取ろう。  
UD のハサミは、簡
単 に 切 る こ と が で
き、聞き手に関わら
ず便利なものだ。ア
ナ は 、 That ’s 
interesting. 感 想 を
言っていたのでスピ
ーチに使えそう。  

「相手ができる
こと」なども踏ま
え、考えをメモに
整理し、ハサミを
紹介し合うよう
に促す。  
生徒の発表から、
「比較する」視点
も内容面を深め
ることを共有す
る。  

５  
６  

◇友達が使ってみたいと思えるように、身の回りの UD を紹介しよう。  
〇教師と ALT が身の
回りにある UD に
関するやり取りを
聞く。  

〇 友 に 紹 介 し た い
UD について考え
を整理し発表し合
う。  

先生たちは商品がど
んな人のためにつく
られて、どこで手に
入れられるかを紹介
していた。友達と繰
り返し発表を練習し
必要なメモをしてお
こう。  

教科書の英文を参考
に、主語を Elderly 
people can use 
them.と変えてみよ
う。内容をメモにま
とめ、教科書で使え
そうな英文を読んで
練習しよう。  

使いやすさを表現す
るときに、Thanks to
～ , you can～ .と紹
介 し よ う 。 友 達 は
because を使って、
理由を伝えていた。  
 

「相手ができる
こと」に加えて、
「自分の経験」や
「感想」を話す視
点を共有する。  

７  ◇UD に関するアナの意見を聞いたり読んだりして内容を捉えよう。  
〇UD に関するアナ
のスピーチを聞い
た後、内容を整理
する。  

〇相手に共感しても
らうための工夫を
確認する。  

ま ず は 音 声 だ け 聞
き、聞き取れないと
ころは教科書を読ん
で確認しよう。質問
をすることで聞いて
いる人がスピーチに
注 目 し て く れ そ う
だ。  

音声を聞いた後、教
科書を読み、わから
な い 単 語 を 調 べ よ
う。I think～ .だけで
はなく、 I am sure
～ .を使っ てより強
い思いを伝えられそ
う。  

音声を止めながら聞
いてみよう。アナは
２つの UD を紹介し
ている。２つ目の紹
介に入る時に Next
と言ってから始めて
いるので話のつなが
りがある。  

相手が共感して
くれるために必
要な「質問する」
「予想する」など
の視点を共有す
る。  

８  ◇UD はどのようにして生まれたのか読み取ろう。  
〇UD の起源につい
て書かれた英文を
読 み 内 容 を 整 理
し、概要を捉える。 

英文を読み、単語を
確認して UD が生ま
れた理由を読み取ろ
う。車いすで生活し
たメイスさんの経験
が 、 人 の 役 に 立 つ
UD を思いついたの
かもしれない。  

単 語 の 意 味 を 確 認
し、本文を読む。最
初は障がいのある人
のためだけのデザイ
ンだったが、メイス
さんのおかげで、多
くの人のためのデザ
インができた。  

単語の意味を辞書で
調べながら読み取ろ
う。友達にも聞いて
内容を理解したい。
最後の段落は、Now
があることで、昔と
の違いを強調するこ
とができるかもしれ
ない。  

時を表す表現に
着目して内容を
整理しながら概
要を捉えるよう
にする。  

９  
10 
本
時  
11 

◇Let ’s tell about “What UD is good in Asahigaoka JHS? ” 
〇第１時に聞いた教
師と ALT の考えを
聞く。  

〇紹介したい内容を
整理する。  

〇友と互いの考えを
発表し合う。  

スロープを増やす。
体育館の入口にある
が、狭い。幅の広い
スロープがあれば、
多くの人が文化祭に
来て楽しんでもらえ
ると思う。視点を確
認しながら、声に出
して練習する。友達
に聞いてもらい、内
容を考える。  

旭ヶ丘中には段差が
多い。生活している
自 分 た ち の た め に
も、段差を減らした
い。伝えたいことを
メモで整理しながら
発 表 の 練 習 を し よ
う。友達のメモを参
考にしたり、発表し
合ったりして発表の
準備をしよう。  

北校舎には昇降機が
あるが、１ヵ所しか
設置されていない。
すべての階段に設置
すれば、車いすを利
用している人にとっ
て、移動が簡単にで
きそうだ。  
教科書を見直して、
使えそうな英文を見
つけて、スピーチで
使っていきたい。  

伝えたい内容を
整理する際には、
これまで確認し
てきた「 Speech 
Points」などを参
考にすることを
確認する。  

 パフォーマンステスト  
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８ 本時案  全 11 時間中第 10 時 
（1）主眼  

旭ヶ丘中学校に取り入れたいユニバーサルデザインを伝え合う場面で、一人一人にとって必要

な学び方を選択したり、友の発表の良さを全体で共有したりすることを通して、相手に共感して

もらえるように、自分の考えとその理由を話すことができる。  

（2）展開  
段
階  

◇Let ’s tell about “What UD is good in Asahigaoka JHS? ”  

〇学習活動  予想される生徒の反応  教師の指導  

導  
 
 
 
 
 
入  

〇友と発表し合う
ことで前時の学
習を振り返り、
本時への見通し
をもつ。  

A 生  B 生  C 生  こ れ ま で 確 認 し
て き た 視 点 を 生
徒の発表から、そ
の 良 さ を 確 認 す
る。  
本 時 の 課 題 や そ
の 課 題 に 必 要 な
学 び 方 を ス プ レ
ッ ド シ ー ト に 入
力 す る よ う に 声
をかける。  

前時では、相手がで
きることを中心にス
ピーチをした。友達
は、 If we have～ .と
「予想する」視点を
取り入れていた。よ
り共感してもらえる
ように、自分も真似
してみよう。  

前回はスピーチの視
点を１つずつ取り入
れて内容を考えられ
た。もっと共感して
もらうためには、「自
分の経験」という視
点をさらに加えてい
きたい。  

まだあまり内容を深
められていない。ま
ずは考えと理由を伝
えたい。メモを基に
発表してみると、ど
う表現していいかわ
からないところがあ
るから、教科書で確
認する。  

展  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開  

〇一人一人が選択
した学び方でス
ピーチの練習を
して発表の準備
をする。  

「予想する」視点を
取り入れるために、
友達の発表を聞いて
みたい。教科書では
どのように表現して
いたか、見直してみ
よう。  

「自分の経験」を伝
えるためにどんな表
現を使っているか、
友達の発表を聞いた
りメモを参考に整理
したりして発表をし
よう。  

教科書で You can～ .
で「相手ができるこ
と」を表現していた。
できることをメモに
整理しよう。  
友達に聞いたり辞書
で調べたりする。  

学 習 計 画 を 立 て
ら れ て い な い 生
徒へ声をかける。  
 

〇友と１回目のス
ピ ー チ を し 合
う。  

〇 友 の 発 表 を 聞
き、良さを確認
する。  

We have to make 
more slopes in this 
school. If we make 
them, people in a 
wheelchair can 
walk around school 
and enjoy school 
festival together.  
友達は最初に質問を
していた。友達がし
ていた質問や教科書
を見直し、話しなが
ら確認しよう。  

We need an elevator 
in this school. It is 
good for everyone. 
We can go to our 
classes easily.  
友達は When I～ .を
使って経験を話して
いた。自分もその表
現 を 使 っ て 話 し た
い。  
友達と発表し合いな
がら表現を確認しよ
う。  

We have to reduce 
steps. You can walk 
safely.  
友達は自身の考えを
複数話していた。２
回目のスピーチに向
けて考えを増やして
共感してもらえるス
ピーチにしたい。友
達のメモを見たり発
表を聞いたりして考
えの伝え方を確認し
よう。  

数 名 の 生 徒 に 発
表を促す。  
聞 い て い る 生 徒
には、そのスピー
チの良さを、  
「Speech Points」
を 基 に 振 り 返 る
よ う に 声 を か け
る。  
 

〇確認した良さを
基に、再度自身
のスピーチ内容
を検討する。  

 

一方的に話すより相
手に質問をしながら
スピーチをした方が
共感してもらえるか
もしれない。まずは、
スピーチの最初に取
り入れてみよう。  

「自分の経験」があ
る方が、アイデアの
必要性を感じられ共
感してもらえると思
うから、課題はその
まま「自分の経験」
にしよう。次は表現
を確認してスピーチ
ができるように友達
と何度も声に出して
練習する。  

You can～ .だけでは
あまり共感はしても
らえなさそうだ。さ
らに考えを加えてい
くために、どんな内
容を話せばよいか、
友達のメモを参考に
してみよう。教科書
を も う 一 度 見 返 し
て、繰り返し友達と
練習しよう。  

友の発表を聞き、
課 題 を 変 え る 必
要 が あ る 生 徒 は
変えたり、さらに
内 容 を 深 め た り
し て 準 備 を す る
時間を設ける。  
 

〇友と２回目のス
ピ ー チ を し 合
う。  

Do you see slopes in 
this school? We 
have to make more 
slopes in this 
school. If we make 
them, people in a 
wheelchair can 
walk around school 
and enjoy school 
festival together.  

We need an elevator 
in this school. It is 
good for everyone. 
We can go to our 
classes easily. And 
when I have a 
heavy bag, elevator 
is convenient.  

We have to reduce 
steps. You can walk 
safely. I think steps 
are dangerous for 
everyone.  

ペアを変え、２回
目 の ス ピ ー チ を
す る 時 間 を 設 け
る。  

終  
 
 
末  

〇本時の学習を振
り返る。  

友達のスピーチを参
考にしたら、自己課
題を達成することが
できた。もっと自分
の経験を入れたら、
共感してもらえるか
もしれない。  

課題にしていた「自
分の経験」を加える
ことができた。次は
「質問する」視点に
取り組んで共感して
もらえるスピーチに
したい。  

前回よりも話す内容
が深まった。しかし、
共感してもらえるス
ピーチにするために
は、他の視点を取り
入れる必要がありそ
うだ。  

課題や、単元の目
的 か ら 本 時 の 学
習 の 振 り 返 り を
ス プ レ ッ ド シ ー
ト へ 記 入 す る 時
間を設ける。  

 


